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旭南地区で行われた転倒骨折予防教室

議
員

本
市
で
は
平
成
八
年

か
ら
「
車
い
す
移
送
用
自
動

車
貸
渡
事
業
」
を
委
託
に
よ

り
実
施
し
て
い
る
。
本
事
業

は
レ
ン
タ
カ
ー
方
式
で
あ
る

が
、
障
害
者
等
が
気
軽
に
利

用
で
き
る
制
度
へ
の
見
直
し

を
求
め
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
事
業
の
実
態
を
ど
う

認
識
し
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長

広
報
紙
へ

の
掲
載
や
病
院
等
へ
の
ち
ら

し
配
布
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
を
図
っ

て
お
り
、
十
六
年
度
に
は
貸

し
出
し
で
き
る
期
間
を
一
泊

二
日
に
延
ば
し
た
。し
か
し
、

運
転
は
借
り
る
側
で
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
利
用
が
進

ま
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。可燃ごみのクレーン操作（環境事業センター）

な�
ど�

求
め
ら
れ
る
高
齢
化
社
会
へ
の
対
策

求
め
ら
れ
る
高
齢
化
社
会
へ
の
対
策�

介
護
予
防
事
業
の
さ
ら
な
る
充
実
を

介
護
予
防
事
業
の
さ
ら
な
る
充
実
を�
求
め
ら
れ
る
高
齢
化
社
会
へ
の
対
策�

介
護
予
防
事
業
の
さ
ら
な
る
充
実
を�

議
員

介
護
保
険
制
度
は
平

成
十
二
年
の
発
足
以
来
、
要

介
護
者
の
人
数
が
増
加
傾
向

に
あ
り
、
中
で
も
要
支
援
、

要
介
護
一
の
軽
度
者
は
四
年

間
で
一
二
五
％
と
大
幅
に
増

加
し
て
い
る
。
現
行
制
度
の

ま
ま
推
移
す
る
と
保
険
料
は

上
昇
し
、
制
度
も
行
き
詰
ま

っ
て
し
ま
う
。
実
効
性
の
高

い
介
護
予
防
の
普
及
が
重
要

と
思
う
。
本
市
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
介
護
予
防
事
業
を
実
施

し
て
い
る
が
、
そ
の
実
施
状

況
を
聞
き
た
い
。

保
険
年
金
・
介
護
保
険
担
当

部
長
（
以
下
担
当
部
長
）

介
護
状
態
の
進
行
の
防
止
等

の
た
め
、
介
護
予
防
は
重
要

な
取
り
組
み
で
あ
る
。
本
市

は
介
護
予
防
事
業
と
し
て
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に

転
倒
骨
折
予
防
教
室
や
介
護

予
防
プ
ラ
ン
の
作
成
を
委
託

し
て
い
る
。
転
倒
骨
折
予
防

教
室
は
十
四
年
度
に
一
九
回

開
催
し
、参
加
者
四
二
六
人
、

十
五
年
度
は
七
〇
回
開
催
し
、

一
二
四
八
人
の
参
加
が
あ
っ

た
。
介
護
予
防
プ
ラ
ン
の
作

成
は
、
直
接
本
人
か
ら
問
題

点
、
課
題
、
希
望
等
を
聞
き

取
っ
て
作
成
し
て
お
り
、
十

五
年
度
は
五
九
七
件
、
十
六

年
度
は
十
月
ま
で
に
四
〇
一

件
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

十
四
年
度
か
ら
市
民
が
介
護

予
防
に
つ
い
て
主
体
的
に
考

え
、
行
動
す
る
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
て
地
域
住
民
、
関
係

団
体
等
の
協
力
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
年
間
三
地
区

を
目
安
に
開
催
し
、
全
地
区

で
の
開
催
を
目
標
に
推
進
し

て
い
る
。

議
員

介
護
予
防
事
業
の
課

題
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

担
当
部
長

事
業
を
継
続
し

て
実
施
で
き
る
場
の
創
出
が

必
要
で
あ
り
、
対
象
と
な
る

方
の
抽
出
や
意
識
啓
発
の
方

法
、
ま
た
、
地
域
全
体
へ
の

意
識
づ
け
な
ど
が
課
題
と
考

え
て
い
る
。

議
員

市
民
に
と
っ
て
身
近

な
場
所
で
の
介
護
予
防
拠
点

の
整
備
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
等
の
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ

ム
設
備
の
配
置
を
検
討
す
べ

き
と
思
う
が
見
解
を
聞
き
た

い
。

担
当
部
長

現
在
、
市
内
の

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が

中
心
と
な
り
、
公
民
館
を
利

用
し
て
実
施
し
て
い
る
転
倒

骨
折
予
防
教
室
で
は
、
ダ
ン

ベ
ル
等
の
道
具
を
使
っ
て
、

筋
力
ア
ッ
プ
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
っ
て
い
る
。
指
摘
の

拠
点
整
備
等
に
つ
い
て
は
、

老
人
保
健
事
業
、介
護
予
防
・

地
域
支
え
合
い
事
業
を
見
直

し
、
効
果
的
な
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
地
域
支

援
事
業
（
仮
称
）
を
創
設
す

る
と
と
も
に
、
国
の
介
護
保

険
制
度
の
見
直
し
の
中
で

「
総
合
的
な
予
防
シ
ス
テ
ム
」

が
論
議
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

制
度
改
正
を
視
野
に
入
れ
て

研
究
し
て
い
き
た
い
。

議
員

全
国
各
地
で
活
発
に

な
っ
て
き
て
い
る
街
中
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
取
り
組

み
は
、
重
点
が
物
理
的
障
害

の
排
除
に
偏
っ
て
い
る
と
感

じ
る
。
相
手
を
思
い
や
る
と

い
う
優
し
さ
を
表
す
こ
と
が

重
要
と
思
う
。
小
中
学
校
に

お
い
て
、
よ
り
一
層
、「
思

い
や
り
、
優
し
さ
を
も
っ
た

心
」
を
育
ん
で
も
ら
い
た
い

が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

教
育
長

十
五
年
度
は
、
一

二
の
小
中
学
校
の
総
合
的
な

学
習
の
中
で
、
車
い
す
体
験

な
ど
福
祉
分
野
に
お
け
る
体

験
中
心
型
授
業
を
行
っ
て
い

る
。
中
学
校
で
は
福
祉
委
員

会
が
中
心
と
な
っ
て
、
地
域

作
業
所
な
ど
の
施
設
を
訪
問

す
る
活
動
が
あ
り
、
ま
た
、

職
業
体
験
学
習
で
は
、
多
く

の
施
設
で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

を
す
る
機
会
が
増
え
て
い
る
。

思
い
や
り
の
心
を
育
む
教
育

で
は
子
供
の
実
態
を
踏
ま
え
、

体
験
活
動
を
柱
に
さ
ら
な
る

充
実
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

議
員

公
民
館
な
ど
に
お
い

て
、
大
人
を
対
象
と
し
た
障

害
の
あ
る
人
の
悩
み
や
不
安

等
の
理
解
を
深
め
る
事
業
は

実
施
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長

社
会
教
育
と
し
て

は
各
地
区
公
民
館
で
の
生
涯

学
習
の
中
で
、
障
害
者
に
対

す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
る

た
め
の
手
話
教
室
や
点
訳
体

験
、
障
害
福
祉
を
考
え
る
講

演
会
な
ど
を
開
催
し
て
お
り
、

今
後
も
啓
発
活
動
や
交
流
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

心のバリアフリー�心のバリアフリー�心のバリアフリー�
福祉体験など通じ�

優しさと思いやり育成�

議
員

平
成
十
年
三
月
策
定

の
「
神
奈
川
県
ご
み
処
理
広

域
化
計
画
」
に
お
い
て
、
本

市
は
秦
野
・
伊
勢
原
市
、
大

磯
・
二
宮
町
と
構
成
す
る

民
間
に
よ
る
県
内
廃
棄
物
一
括
処
理
計
画

本
市
参
画
の
考
え
聞
く

「
湘
南
西
ブ
ロ
ッ
ク
」
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
、
同
ブ
ロ

ッ
ク
の
ご
み
処
理
広
域
化
実

現
可
能
性
調
査
の
中
間
報
告

が
平
成
十
六
年
三
月
に
示
さ

れ
た
。
こ
う
し
た
中
、
県
下

で
発
生
す
る
一
般
廃
棄
物
と

産
業
廃
棄
物
を
総
合
的
に
リ

サ
イ
ク
ル
、
適
正
処
理
を
行

う
㈱
エ
コ
ル
ー
プ
セ
ン
タ
ー

の
設
立
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

同
社
は
公
益
的
事
業
を
行
う

民
間
企
業
で
あ
る
が
、
事
業

内
容
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

助
役

こ
の
セ
ン
タ
ー
の
事

業
内
容
は
、
一
般
廃
棄
物
、

産
業
廃
棄
物
を
焼
却
し
、
電

力
を
得
る
こ
と
、
厨
芥
類
を

飼
肥
料
原
料
あ
る
い
は
バ
イ

オ
ガ
ス
等
と
し
て
資
源
化
す

る
こ
と
、
不
燃
物
を
無
害
化

す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

議
員

十
一
月
に
は
市
町
村

等
、
関
係
者
の
参
加
意
向
調

査
が
あ
っ
た
が
、
本
市
の
考

え
を
聞
き
た
い
。

助
役

エ
コ
ル
ー
プ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
、
大
規
模
な
廃

棄
物
処
理
総
合
施
設
に
よ
る

県
内
処
理
を
目
指
し
て
い
る

が
、
停
滞
の
許
さ
れ
な
い
ご

み
処
理
の
万
全
な
確
実
性
の

保
証
、
事
業
の
健
全
性
の
確

保
、
ま
た
、
大
規
模
自
然
災

害
等
に
よ
る
施
設
被
害
発
生

時
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
課

題
が
あ
る
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
稼
働
目
標
が
二
十
二
年

度
で
現
在
、
事
業
計
画
を
策

定
中
で
あ
り
、
課
題
等
を
含

め
て
解
決
す
べ
き
点
が
あ
る

の
で
、
本
市
の
参
加
意
向
に

つ
い
て
、
明
確
に
意
思
表
明

す
る
段
階
で
は
な
い
。

議
員

湘
南
西
ブ
ロ
ッ
ク
ご

み
処
理
広
域
化
調
整
会
議
お

よ
び
県
内
他
市
町
の
動
向
を

聞
き
た
い
。

助
役

未
解
決
の
課
題
等
が

あ
る
た
め
、
広
域
化
調
整
会

議
で
も
明
確
な
態
度
は
表
明

し
て
い
な
い
。
県
下
の
他
の

自
治
体
の
動
向
も
流
動
的
で

あ
り
、
把
握
す
る
の
は
難
し

い
状
況
で
あ
る
。

資
源
ご
み
の
買
い
上
げ
制
度

単
価
見
直
し
を
検
討

議
員

ご
み
の
資
源
化
に
つ

い
て
、
十
六
年
度
か
ら
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
が
稼
働
し
て

お
り
、
今
定
例
会
で
は
資
源

ご
み
買
上
金
約
二
五
〇
〇
万

円
が
補
正
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、そ
の
内
容
を
聞
き
た
い
。

環
境
部
長

こ
れ
は
自
治
会

に
対
す
る
資
源
物
買
上
金
で

あ
る
。
今
年
度
か
ら
資
源
回

収
を
始
め
た
プ
ラ
ク
ル
を
含

め
た
上
半
期
の
買
上
金
支
払

い
額
六
三
二
二
万
円
余
を
基

に
、
予
測
さ
れ
る
不
足
分
を

計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

議
員

近
隣
市
の
資
源
ご
み

買
上
金
の
単
価
を
聞
き
た
い
。

環
境
業
務
課
長

十
六
年
度

の
一
�
�
当
た
り
の
単
価
は
、

鎌
倉
市
が
〇
・
五
円
、
横
浜
・

川
崎
・
座
間
市
が
三
円
、
横

須
賀
・
相
模
原
市
が
四
円
、

茅
ヶ
崎
・
厚
木
市
が
五
円
、

藤
沢
市
が
二
・
三
円
で
あ

り
、
本
市
は
六
円
で
あ
る
。

議
員

資
源
物
が
多
く
回
収

さ
れ
る
ほ
ど
市
の
負
担
は
増

え
る
。
自
治
会
に
支
払
う
金

額
と
市
の
収
入
と
な
る
売
却

金
に
は
差
が
あ
り
、
ご
み
の

減
量
や
市
の
経
費
節
減
に
矛

盾
す
る
と
も
言
え
る
が
、
見

直
し
を
考
え
て
い
る
の
か
。

環
境
業
務
課
長

十
年
度
に

は
八
円
か
ら
六
円
五
〇
銭
に
、

十
一
年
度
は
六
円
に
単
価
を

下
げ
た
が
、
近
隣
各
市
に
比

べ
高
い
状
況
に
あ
り
、
自
治

会
と
単
価
の
引
き
下
げ
も
含

め
た
交
渉
を
し
て
い
き
た
い
。

福
祉
の
移
送
サ
ー
ビ
ス

運
営
協
議
会
を
設
置

議
員

今
後
、
こ
う
し
た
移

送
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
ど
う

対
応
し
て
い
く
の
か
。

健
康
福
祉
部
長

高
齢
化
の

進
展
、
介
護
保
険
制
度
や
支

援
費
制
度
の
導
入
等
を
契
機

に
移
送
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ

が
増
大
し
て
い
る
。
国
は
本

年
三
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
行
う

福
祉
有
償
運
送
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し
、
原
則

と
し
て
市
町
村
が
、
関
係
者

で
構
成
さ
れ
る
運
営
協
議
会

を
設
置
す
る
な
ど
の
一
定
の

手
続
き
等
の
も
と
に
、
許
可

を
取
得
し
て
実
施
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
本
市
は

近
隣
の
秦
野
・
伊
勢
原
市
、

大
磯
・
二
宮
町
と
共
同
で
運

営
協
議
会
を
設
置
し
、
十
六

年
度
中
に
第
一
回
の
開
催
を

す
べ
く
準
備
を
進
め
て
い
る
。

環境基本計画�環境基本計画�
社会情勢等の変化踏まえ�

18年度に改訂�

議
員

平
成
十
二
年
三
月
に

策
定
さ
れ
た
平
塚
市
環
境
基

本
計
画
で
は
、「
環
境
市
民

が
築
く
環
境
共
生
・
発
信
都

市
ひ
ら
つ
か
」
の
実
現
を
目

指
し
、
四
つ
の
基
本
方
針
を

定
め
、
二
九
四
の
事
業
を
掲

げ
て
事
業
達
成
ま
で
の
お
お

む
ね
の
期
間
も
明
示
し
て
い

る
。
こ
の
計
画
の
進
捗
状
況

を
聞
き
た
い
。

環
境
部
長

本
計
画
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
は
、
十
五
年

度
で
は
計
画
に
掲
げ
て
い
る

二
九
四
事
業
の
内
、
事
業
実

績
が
計
画
を
上
回
っ
て
い
る

も
の
が
三
事
業
、
計
画
ど
お

り
進
行
中
が
一
七
三
事
業
、

事
業
量
等
は
計
画
よ
り
下
回

る
が
目
標
達
成
は
可
能
な
も

の
は
六
二
事
業
で
あ
り
、
事

業
量
等
に
遅
れ
が
生
じ
、
目

標
達
成
が
困
難
な
も
の
が
二

五
事
業
、
未
着
手
の
も
の
は

三
一
事
業
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
全
体
で
達
成
が
見
込

ま
れ
る
の
は
二
三
八
事
業
で

八
一
％
と
な
っ
て
い
る
。

議
員

本
計
画
は
一
〇
年
間

の
計
画
期
間
の
中
で
お
お
む

ね
三
年
ご
と
に
見
直
す
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
見
直
し
、

改
訂
の
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

環
境
部
長

本
計
画
は
策
定

か
ら
五
年
目
に
入
っ
て
お
り
、

そ
の
間
、
環
境
に
関
す
る
社

会
、
経
済
情
勢
が
変
化
し
て

い
る
。
本
計
画
が
掲
げ
て
い

る
施
策
の
方
向
性
や
事
業
を

よ
り
時
代
に
合
致
し
た
も
の

と
す
る
た
め
基
本
計
画
の
見

直
し
、
改
訂
が
必
要
と
な
っ

て
き
て
い
る
。
見
直
し
の
基

礎
資
料
と
し
て
今
年
度
、
住

民
実
態
調
査
に
よ
り
市
民
の

環
境
意
識
に
つ
い
て
調
査
し

た
。
十
七
年
度
か
ら
既
存
事

業
の
評
価
見
直
し
、
新
た
な

施
策
の
導
入
の
検
討
を
行
い
、

十
八
年
度
中
に
改
訂
す
る
予

定
で
あ
り
、
市
民
参
加
・
参

画
の
手
法
を
検
討
し
作
業
を

進
め
て
い
き
た
い
。


